
2012年（平成24年）10月 8

10月期の国宝尚家衣裳特別展示「空
そら

色
いろ

地
じ

の衣裳」（10/5 ～ 10/31）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

開館時間10時～ 18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

開館時間10時～19時　
木曜休館　☎869-5266

博 館物 t op i c s

73

　
台
湾
か
ら
引
き
揚
げ
た
川
平
朝
申
は
、

一
九
四
六
年
十
二
月
三
十
一
日
付
で「
沖

縄
民
政
府
内
務
事
務
官
に
任
じ
、文
化
部

芸
術
課
長
を
命
ず
」と
の
辞
令
を
受
け
ま
し

た
。芸
術
課
に
は
、技
官
に
山や

ま

田だ

真し
ん

山ざ
ん

・大お
お

城し
ろ

皓こ
う

也や

・名な

渡ど

山や
ま

愛あ
い

順じ
ゅ
ん

な
ど
の
美
術
家
が
お
り
、

ま
た
芸
術
課
直
属
の
劇
団
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、芸
術
課
の
職
務
に
は
、沖
縄
の
民

俗
芸
能
に
関
す
る
仕
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
他
方
、ア
ー
ニ
ー
パ
イ
ル
国
際
劇
場
の
設

立
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。高た

か

良ら

一は
じ
め

の
申
請
を

受
け
た
川
平
は
、直
接
軍
政
府
と
交
渉
を

行
い
、民
政
府
幹
部
の
一
部
か
ら
反
対
を
受

け
な
が
ら
も
、志し

喜き

屋や

孝こ
う

信し
ん

知
事
の
計
ら
い

に
よ
り
、ア
ー
ニ
ー
パ
イ
ル
国
際
劇
場
の
設

立
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、敗
戦
直
後
に
川
平
朝
申
は
、

沖
縄
美
術
の
発
展
や
古
典
芸
能
の
復
活
、

映
画
上
映
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
戦
後
沖
縄
で
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ

る
際
に
は
、川
平
は
琉
球
放
送
部
長
に
就
任

し
、と
り
わ
け
ハ
ワ
イ
在
住
の
沖
縄
出
身
者

に
向
け
た
ラ
ジ
オ
放
送
を
流
し
ま
し
た
。ま

た
八
重
山
に
も
放
送
が
開
始
さ
れ
る
と
、沖

縄
か
ら
の
開
拓
移
民
を
訪
問
し
た
り
、精
力

的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
九
五
四
年
に
な
る
と
、川
平
は
、放
送

局
を
辞
職
し
、結
核
予
防
会
の

事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
か
た
わ
ら
で
、文
化
財
保

護
委
員
や
那
覇
市
町ち

ょ
う

界か
い

町ち
ょ
う

名め
い

整

理
審
議
会
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
、引
き
続
き
文
化
行
政
に
関
す

る
職
務
を
行
い
ま
し
た
。現
在
の
那
覇
市
の

町
名
も
、琉
球・
沖
縄
の
歴
史
文
化
に
基
づ

い
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、川
平
朝
申
の
生
涯

か
ら
、沖
縄
文
化
を
次
世
代
に
継
承
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

期 

9
月
1
日（
土
）〜
10
月
31
日（
水
）

費 

入
館
料

　一般
3
0
0
円

那覇市立壺屋焼物博物館企画展
西口賢治遊書展～出美遊10周年記念展～
　チャリティー遊書展を展開する西口賢治氏の出美遊（デビュー）10
周年の記念展。西口氏は1949年生まれ、兵庫県在住の遊書家。自
らの書を親しみのある書「遊書」として、沖縄を拠点に広く5大陸を
舞台に国内外で活動。今回の展示会では遊書、絵画、写真など幅
広い作品を展示いたします。（主催：子供の教育を考える会）
期 10月16日（火）～21日（日）
場 ３階　企画展示室　費 無料
学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。
日 10月21日（日）午前10時から１時間程度

費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
※観覧料（一般315円、高校・大学生210円、中学生以下105円）、
　各種割引もあります。
申 不要。当日、博物館１階受付前に集合して下さい。

民
政
府
時
代
の

川
平
朝
申（
左
）と

親
泊
政
博

▲

　
9
月
9
日（
日
）、琉
球
新
報
ホ
ー
ル
に
て
那
覇
市
文
化
協
会
主
催

に
よ
る「
島
々
ぬ
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
県
内
の
各
地
域
の
代
表
者
11
人
に
よ
る
弁
論
大
会

で
行
わ
れ
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
で
工
夫
を
こ
ら

し
た
弁
論
を
行
い
、
観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
前
川
守
賢
さ
ん
が
大
会
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
か
な
さ
ん
ど
ー
」
を
観
客
と
一
緒
に
合
唱

し
、
会
場
中
に
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

村々の美らさ
くとぅば清らさ

～島々のくとぅば語やびら大会～

　
9
月
5
日
（
水
）、
久
米
に
あ
る
福
州
園
に
て
秋
の
音
楽
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
州
園
は
、
中
国
福
州
市
と
の
友
好
都
市
締
結
10
周
年
を
記
念

し
て
平
成
4
年
に
建
設
さ
れ
た
本
格
的
な
中
国
式
庭
園
で
す
。

　
こ
の
日
、
陽
が
落
ち
る
と
、
園
内
は
優
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
ジ
ャ
ズ
や
琉
球
古
典
音
楽
、
中
国
の
楽
器
二
胡
な
ど
の
美
し

い
音
色
が
庭
園
を
包
み
込
み
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
し
ば
し
酔
い
し
れ
月
夜
の
福
州
園
を
満
喫
し
ま
し
た
。

月夜にゆったりと
幻想的な世界

～福州園　秋の音楽会～

うまんちゅの心一つに
10万人余の訴え

～「オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会」開催！～

西口賢治作「五輪の花」

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

川か

平び

ら

朝ち
ょ
う

申し

ん

と
沖
縄
文
化（
2
）▲

結
核
予
防
会
前
で

岡
本
太
郎
と
川
平
朝
申

　
9
月
9
日
（
日
）、
宜
野
湾
海
浜
公
園
多
目
的
広
場
に
て
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
配

備
に
反
対
す
る
多
く
の
県
民
が
統
一
カ
ラ
ー
の
「
赤
」
の
シ
ャ
ツ

や
リ
ボ
ン
、
帽
子
な
ど
を
身
に
つ
け
心
を
ひ
と
つ
に
会
場
を
埋
め

つ
く
し
ま
し
た
。

　
照
り
つ
け
る
強
い
日
差
し
の
中
、
そ
れ
以
上
の
熱
い
想
い
で
集

ま
っ
た
10
万
人
余
り
の
県
民
が
、
日
米
両
政
府
に
対
し
、
改
め
て

配
備
反
対
の
「
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。

金銀銅の花咲く五輪の花




